





平 澤 威 男
第7回COMNAP評議会会合が1995年7月31日から8
月4日 の間、チ リ ・サンチア ゴ市チリ外務省外交学院で



























面か らも更に検討 し、また各国 も緊急対応策 を各自作製
する際これ らの要素も考慮すべ きとされた。
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南極設営及び行動に関する常置
委員会　(SCALOP)　に出席して
佐 野 雅 史
COMNAPと 同時 に7月31日 か ら8月4日 の 間にチ リ
のサ ンチア ゴで 開催 された標記の 会合 に メンバ ーである
白石和行教授 とともに、オブザーバー として出席 した。
この委員会 は各国の設営担 当者 が設営技 術の情報 交換
を行 い、 またサ ブグルー プを設 けて南極 観測遂行 のため
の様 々な設営上 の問題 につ いて検 討 し、上部機 関にあた
る各 国の南極観 測実施機 関の責任 者 の会合 であるCOM-
NAPに 具 申す る役 目を負 っている。
会議は メンバ ー国の内、ベ ルギ ー、 カナ ダ、 エ クア ド
ル、 フィンラ ン ド、ポーラン ド、ウクライナが欠席 し、23
ヶ国、　COMNAPと 合 わせて述べ75名が 出席 して行 われ
た。
日程は前半 に各サ ブ グループ を開催 して個別 の問題 を
討 議 した後 、全 体会議 を行 った。 開会 に先立 ち、非政府
組織 であるANI　(アドベ ンチ ャー ネッ トワー ク航 空会社)
が会議 にオブザーバー として参加 して よいかの議論 が な
されたが、結 局、彼 らの意 見や情 報 も有益であ るこ とを
認め、個 々の会 合への参加 や発 言 にあた って は、各会合
の座 長にその扱 い を任 せた。
今 回は、サ ブグルー プ と して 「航空 オペ レー シ ョン」
「オペ レー シ ョンの情報交換 」　「SCALOPシンポ ジウム」
「燃料流 出防止対策」 「代替 エ ネルギー」 の会合が 行われ
たが、我 々は正 メ ンバ ーであ る 「代替 エ ネルギー」の他
に 「航空 オペ レー シ ョン」 と 「燃 料流 出防止対策 」の会
合 に出席 した。
代替エ ネルギーサ ブ グルー プで は、これ までの活動の
レヴュー と各国の活動状況 につい て報告 があ った。代替
エ ネルギー源 として有 望なのは太陽光発電 、太陽熱利用 、
風 力発電 の3つ であ るが、米国極点基 地の新宿舎棟 の太
陽熱利用が非常 に成功 した ことと、 日本が昭和基 地で太
陽光発電 を計 画 してい る ことを報告 した以外 は特 に見 る
べ きものはなか った。代替 エ ネルギーへの転換が 進 まな
い ことの 原因の ひ とつ として、従来 の化石燃料使 用 との
間 にコス トの開 きがあ り過 ぎることがあ るが 、実 際 に各
国の現行 の燃 料 コス トの見積 りをす る ことにな り、その
(輸送 費や燃料設備等 を含め た)算 出方法 について議論 さ
れ た。輸 送手段 が 「しらせ」 の年1回 の航海 に限 られ る
日本隊 に とっては 、代替 エ ネルギーは燃 料輸送量 の軽減
を図 る上 か らも今後積極 的 に導入 してい く必要が あ ると
考 える。
航空 オペ レー シ ョンサ ブグループは、 オブザーバー と
してANI代 表が 出席 して行 われた。 議長か ら、 フライ ト
運航マニュアル(AFIM)の 第2版 の印刷 発行予定 と4月
にワシ ン トンで開 かれた航空輸送 ネ ッ トワー クについ て
の ワー クシ ョップの レポ ー トがCREELか ら発行 され た
との報告 があ り、　AFIMは改 訂版 に向けて引 き続 き努力
す るこ とにな った。 ウルグアイ より、南極 での航空事故
例 集 を作 る ことの提 案があ り、全 員の支持 を受 け、 翌 日
の全体会議 で全 ての メンバー国が過去10年にさかのぼっ
て の事 故報 告 を提 出す る こ とが 決 まった 。座 長 のAl
Fowlerが退任を申 し出て、J.Ha11(英〉が推薦 されたが、
意見の一致 を見 ず、　J.Bastias　(チリ)と 二 人で勤め るこ
とになった。米欧圏 に対抗 す る南米 圏の一 端 を見た思 い
が した。 会合終 了後 、東 南極内陸基地 を結 ぶ航空網 の可
能性 を検討す るため、米 、露、仏、伊 、 日にANIを加 え
て、特 別会 合が行 われたが、米国が消 極的であ り、露 か
らも計画 の技術 的困難 さの発言が あ り、議 論は低調であ
った。　ANIからはクインモー ドラン ドを中心 と して展開
す る航空網 の提案が あった。南極航空 網計 画の将来 は必
ず しも明る くな いが 、来 シーズ ンにロ シアの氷 上滑走路
専 門家が オース トラ リア隊 に参加 して現地 調査する こと
になってお り、検討 は続 いてい る。実現 までには相 当な
困難が予想 され るが 、関係 各国 との連 絡を継続 させ、長
期的 に検 討 してい くことが必要 だろう。
燃 料流 出防止対策 では、すで に詳細 なガ イ ドライ ンが
示 されてお り、そ の一部 の改訂 と海上 に流 出 した油 をそ
の場 で焼却 す る方法 についての文献等 が紹 介 される に留
まった。
全体 会議 では、今後 開催 すべ きワー クシ ョップ(無 人
観測 点 の システ ム と環 境 モ ニ タ リングの技 術が 有力)、
SCALOPの役割の再構築(情 報交換、 シンポ ジウムの開
催、技術 的問題の共 同解決 の3点 を再確認)等 々の討議
が な された。 またJ.　Sayers　(豪)議 長の任期が 満了 し、
新議長 にE.Chiang　(米)が選 ばれた。
設営技術情 報交換の場 として、来年8月 にケンブ リッジ
で開かれ る第7回SCALOPシ ンポジウムのテ ーマ と して
は 「衛星 を使 った りモ ー トセ ンシ ング技 術」 「深層掘削技
術」 「エネルギーの節約」「最新技術の導 入、特に塵芥処理
に関 して」「研 究計 画の立案への協 力」等 が上 げられた。
南極条約 の議定書が批准 、発効す るの も近 く、それに
伴 う環境 モニ タリ ングや廃棄物 処理技術等は我 々に とっ
ても重 要 な検討課題 になる。今後 はSCALOPや設営 シン
ポジウムを通 じて各国 との連携 の上で検討 を進め てい く
必要があ るだ ろう。
初めてSCALOPに出席 したが 、各 国の南極事情 に接 す
る事が 出来たのが私 に とっての収穫で、南極 とい う同 じ
場所で仕事 を して いる実務者 の集 ま りか らか 、国 際会 議
と思 えない ような気 さ くな雰 囲気 を感 じた。
(筆者:国 立極地研究所事業部観測協力室長)
第18回極域気水圏シンポジウム
1995年7月18日か ら19日昼 までの1日 半 にわ た り、標記
シンポ ジウムが本研究所講堂 にて開催 された。今 回の シ
ンポジ ウムに引 き続 いて北極 圏環 境研 究 国際 シンポジ ウ
ムが開催 されるため、発表 は南極域 に関する話題 と した。
南極域 での大気、海洋 、雪氷 分野 の研 究 につい て口頭 発
表が31件、ポスター発表が36件の計67件の発表が行われ
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た。山頭 発表の時 間は13分の制 限時 間内での議論 に努力
していた だいた。ポ ス ター発表 は1時 間の発表 とし、途
中のポス ターの張 り替え時間 を30分間 として余裕 をもた
せた。なお、発表者 以外 の所外か らの参加者 はSO7,であ
った。
|1頭発表は18Uに 行 い、ポス ター発表 は19Hの'[:前に
行 った。 発表は ドーム計画(2)、 雪氷 観測(8)、 衛星
観測(6)、 雪氷物理 化学(7)、 大気 ・気候(ID、 物質
循環(15)、雪 氷 コア(9)、 海洋(6)、 雪氷技術(3)
のセ ッシ ョンに分類 した。 なお 、()内 の数字 は発表数
である。
雪 氷関係で は、 ドーム計画の進行状況 の報 告か ら始 ま
り、 ドー ムへ至 るルー ト沿いの堆積環境 、雪 氷 コア解析
技術 に関す る報告が 目立っ た。雪氷 コアの解析結 果か ら
過去の環境変 動 を論 ずる とい った報告 は1件 のみ であっ
た。他の 発表 は ドーム基地で得 られる深層 コアの解析技
術 に関す るもの で、深層 コア解析へ 向けて解析技術 の準
備が着 々 と進 んでいる ことを感 じた。気象関係 では、 し
らせ 及び昭和 基 地で継続 されている気象観測 と大気微 量
成分 の測 定デ ー タを解析 した研 究が最 も多か った。気 象
関係 は最 も発表 数が 多 くしば しば時間 を超過 した。衛星
観測 に関す る話題 で は昭和基 地で受信 され た合成開1.1レ
ー ダのIEIIi像とSSM/1画像を解析 した結果が報告 された。
この中で、昭和基地沖 のSSM/1の春頃の画像 に次の 夏
期の 多氷 と多雪の兆候 が現 れてい るという報 告が興味深
か った。 海洋関係で は係留 観測の序報 か ら海洋場の季節
変動 と氷縁域 のモ デル計算 につ いて報 告された。
今回は期間が短 い割 には発表件数が 多 くri頭発 表の時
間が不i`分で しば しばf定 の時 間を超過 したtt　発 表 も議
論 も消化不良で終 わった とい う印 象が強 く、 もっ と多 く
の発表 をポス ター発表 に振 り替 える等の処置が必 要で あ
った と反省 している。今回の シンポ ジウム につ いて感 じ
た ことは 大学 院学 生の参加が 非常 に多か った こ とで あ っ
た。 これ か らの研 究 を行 う原 動力 とな る大学院学生 が参
加 しやす いよ うな環境(旅 費枠の拡充 など)を 整えてい
くべ きだ と感 じる。
最 後に、本 シンポジウム開催にあた って 多 くの ノ∫々の
御協 力をいただい た。 さらに、お忙 しい中 、座 長 を快 く





男、...といった国際北極科学 委員会(IASC)に 重鎮 と
して関わって きた面 々を迎えて、7月19日 か ら21H、「北
極圏環境 研究」 国際 シンポ ジ ウムが 開催 された。地球環
境問 題解明の上 で学 術的 に きわめ て重要 な北極 圏の環境
研究 について 、内外 の研究者が ・同 に会 し検討 ・議論 す
るこ とを目的 と した シ ンポ ジウムで ある。平成2年 度か
ら5カ 年 にわた り実施 して きた国際 共同研究 「北極 圏地
球環 境共 同研究 」の成果 を と りま とめて発表 し国際 的評
価 に資 する とともに、新 しく始 まった 「北極 圏環境観測」
国際 共同研究 の将 来の発展 の基礎 とする役割 を賦 された。
第1部 は、広範な関係者 の出席 を期 して 、都心 にあ る
九段 会館 にて 「北極圏環境研 究 の現 状 と将 来」 と題 した
講演会形式 と し、内外の7名 の 有識者 によ り国際北極科
学委員会(IASC)を 中心 とした北極研究の レヴューを行
った。その プログラムは以'ドの通 り。
IASC研究活動 を中心 とした北極 における国際協力:
O.Rogne　(IASC事務 局長)
地球規模気候変動 にお ける北極域 の役割:　G.Weller
(アラスカ.大)
カナ ダ北 極{圏にお ける地 球環 境研 究:E,F.Roots
(カナ ダ環境 庁)
北 極海 シベ リア 大陸 棚 の['1然構 造:　S.　Pryamikov
(ロシア北極南極研 究所)
氷床掘削 の系譜:　C.　C.　Langway　Jr.　(ニュー ヨー ク
州 立大)
日本 人研究 者の北 極研究 への参加:星 合孝 リ」(極地
研 名誉教授 、 日本学術振 興会)
北極 圏における地球環境研 究:小 野延雄(極 地研)
北極研 究の過去 をふ り返 り、将 来を展望 するこ とを通 じ、
北極研究の意義、　IASC活動の重 要性が 認識 された。
第2部 は これ まで の国際共同研究 の成果 を中心 に、新
しい国際共 同研 究の 課題 に もなってい る以下 の4つ のテ
ーマの下、国立極地研究所 にて25件の 口頭発 表と48件の
ポ ス ター発表 と して行われた。 その要 旨は以 ドの通 りで
あ る。
・北極 圏陸域 ・海洋 環境 と生態 系:氷 河 変動 と陸域
生態系の関連、新 しい シベ リア水循環研 究の紹介、
海洋生態 系 と気候 ・環境 との関連が 明 らか に され
た。
・北極 圏の地球 規模 大気環境:極 域 に地球規模 大気
環境 変動が 明瞭に現れ るこ と、 両極 比較 による温
室効 果気体 の動態 、エ アロ ゾル、オ ゾン変動 機構
の観測、新 しいEISCATレー ダ観測計画 が明 らか
にされた。
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「北極圏環境研究」国際シンポジウムのポスター発表
北極域 における海 洋 ・海氷 変動:様 々な北極域航
海観 測計 画の成 果が示 された と共 に、海氷の気候
に対.する役割 、北極海 の二酸 化炭 素吸 収、淡 水流
人の海氷生成へ の役割等が 明 らかに された。
環.1ヒ極雪氷 コ アか ら見る環境 変動:環 北 極海比較
㍗ 氷 コア解析 の進展が示 される と共に、そ こで得
られた様 々な過去気候 、環境 変化 シグナルが明 ら
か に され た。
これ まで 各個 別分野間で は、共同研究 を通 じ相当 な議論
は されて きたが 、今川 は特 に様々な分野が ・同 に集 まっ
た ことに特 徴が あ り、異った分野 間の 交流 が成立 し、北
極環境研 究 に とって学際的研究 の重要性が 認識 され た こ
とが大 きな成 果であ る。 今後の共 同研 究の推進 に大 いに
反映 され る ことが期 待 される//
招待 者16人を含む19人の外 国人研究 者を迎 え、 日本 人
と併せ約160人の出il+?1'を得て、盛況裡 に3日 間 を終 わる こ
とがで きた、 ヨーロ ッパで は夏休 みが始 まってお り、 ま
た北極 に ヒっては フ 仁 一ル ド ・シーズ ン真っ最 中で 、初
め は、 どれ だけの 人が、特 に外 国か らの参加者 が、得 ら
れ るか と、}1催の シンポ ジウム組織 委 員会 の.事務局 を勤
め た筆 者'らは大いに気 をもんだ ものであ る。 ビザの給付
の時間 的切迫か ら、直前 まで 来 日の確 定 しなかった ロ シ
ア人2名 を含め 全招 待 者が 九段 会館 にそ ろった時は、感
激であ った これか らは もっ と気 楽に'`国際"シ ンポ ジ
ウムを開け るよ うに したい ものである、 多 くの 国際共同
研究が進 め られ ている ことか らも分かる ように、今や北
極 を含 む極域 研究 は国際fヒな しには成 り㍑たない 〔南極
観測 も、今、まさにそれが求め られている},その理由は、
あ る場 合に は地理 的な 条件 によるだろ う し、あ る国の経
済的問 題に よる事 もあろ う、研究 ・活 動の規模 が.・[1こ1で
は手 に 負え ない場 合 もあ ろう。 グローバ ルな、地球 規模
の現 象 を研 究す るのであ るか ら、研究 組織 もグローバ ル
に、 インタ ・ーナ ショナルにならざるを得ないのである、 し
か し、それ を大上段 に構 える事 な く、あ えて、 それ を意
識 しないで 、自然 に国際的 になれるこ とが我 々に求め ら











8月4日 か ら3日 間 、総 合研 究 大学 院大 学が初めて主
催す る地域社会 交流 プロ グラムに[.ド川 極地研究所 は共催
機関 と して参加 した.
地域社 会交流 プ ログラムは、学術的 な立場 か ら時宜 を
得 た社 会的課題等 につい て、総 合研 究大学 院大学の」19盤
機関 に蓄積 され た研 究成果等 を公開講 座等 を通 じてμ(く
・般社 会に公表 し、 ノく学の 公開及 び地域社 会 との交流 を
深める ことを目的 としている。
「南極 ・北極 か ら地球 を観 る」 とい うテーマの もとに
全期間 を通 じて南極 、北極の写真 パ ネルと限石 、ペ ンギ
ン、ホ ッキ ョクギツ ネな どの標 本展示 を行った。
また、最終 日には本研究所の福 地 光男教授 に よる1南
極 の 自然 と観測隊」 と題す る講演 と映画 「.南極.観測」 を
上映 した、
講演 と映画 を実施 した総合研究大学 院 ノ＼学 には講演 の
始 まる30分 も前 か ら続 々と参加 者が 集ま り200名を越 え
た。
講演のrlTでは 、南極 昭和 基地の召lll成美越 冬隊長 との
電 話交信、極地 に関す る質疑応答 な ども盛 り込 まれ盛況
の うちに幕 を閉 じた
平成7年7月1日 付 け人事異動
転 入
今 榮 直 也 助手資料系(陽 石資料部門)
〔神戸大学大学院自然科学研究科助 杓
配置換
澁 谷 和 雄 教授南極圏環境モニタリング研究センター
(教授研究系)
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た。 また予想外のブリザー ドが何度 も基地を襲い建物の







8月に入って も天候が悪 く、高い気温の 日が続いたが









南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.　 temp,)　(°C)
最 低 気 温(Min.　temp.)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,
　 sea　level)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度 　(Mean　relative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 Wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.
　 wind　speed,　10-min.　mean)　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速(Gust)　 〔m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
快 晴H数(Number　 of　clear　days)
昭和基地



























































1978年10月にNASAか ら打 ち上げ られた極軌道衛星
Nimbus-7に、実験セ ンサーCZCS　(Coastal　Zone　Col-
or　Scanner)　が搭載 され、約7年 半の間 に68000枚の
画像が得 られた。 この ミッシ ョンは 、海表 層の植物 プ
ラ ンク トンが持 つ光合成色素 であ るクロロ フィル濃度
な どをよ り正確 に推 定す るためのセ ンサ ーお よび シス
テム開発が主 目的だった。 このCZCSの経験 を踏 まえ、
NASAに よ り計画 されたのがSeaWiFS　(Sea-viewing
Wide　Field-of-view　Sensor)で、打 ち上 げは現在の
ところ1996年になる見込み である。一.一方、 日本で は宇
宙開発事業団が1996年8月にH2ロ ケ ッ トでの打 ち上





を搭載 す る計 画 にな っている。欧 州衛星機構(ESA)
で はMERIS　(Medium　Resolution　Imaging　Spec-
trometer>、　 ドイ ツで はROSIS　(Reflective　Optics
System　lmaging　Spectrometer)　を計画 してお り、今
後10年以上にわた って衛星海色 デー タ(表 参照)が 入
手で きる見通 しとなった。
南極地域観 測隊で は、 これ まで 「しらせ」 で継続 し
て きた表 面海水中の クロロフ ィル濃 度、水温、塩分 な
どの観測 と衛星海色 デー タとによって、南極 海におけ
る よ り広範 囲の植物 プ ランク トン現存量推定 を行 う計
画である。「しらせ」 に搭載す る受信ア ンテナの レ ドー
ムは直径約60cm、受信 システムは ワークステ ーシ ョン
を中心 とした小型の もので、衛星か ら常時 送 られてい
るSeaWiFSとNOAA/HRPTデー タの受信が可能であ
る。　OCTSデー タで は4バ ン ドか ら処理 した低解 像度
の画像 をUHFダ ウンリンク し、簡単な受信装置 によ り
リアル タイムで海色 と海表面温 度パ ター ンが利用 で き
る。海洋観測 デー タの少 ない南極域 で、衛星海色 デー
タへの期待 は大 きいが 、極域特 有の大気補正 やデー タ
が海表層 しか反映 していない など課題は残 されてお り、
各国の研究者 が横 の連絡 を保 ちなが ら研 究 を進め てい
るのが現状 である。













































溶存 態 有機 物
ベ ース ラ イン、溶 存態有 機 物
溶存 態 有機物
クロロ フ ィル
カ ロチ ノ イ ド
クロロ フ ィル(沿 岸 域)
クロロ フ ィル、 フ ィコ ビリ ン
クロロ フ ィル(高 濃 度)
フ ィコ ビ リン
色素用 ベ ー スラ イン
最 低 ク ロロ フ ィル吸 収
フ ィコ ビリ ン
大気補 正、685nm用ベ ース ラ イン
自然蛍 光(光 合成)
685nm用ベ ー スラ イ ン
大気 補正
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